
な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
貢
献
す
る
中
小

業
者
と
事
業
を
支
え
る
家

族
従
業
者
の
人
権
保
障
と

地
位
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

同
じ
労
働
に
対
し
て
、

申
告
の
形
態
で
、
専
従
者

給
与
額
に
差
を
設
け
る
制

度
は
労
働
に
対
す
る
正
当

な
評
価
と
は
い
え
ず
、
働

く
人
の
人
権
を
無
視
す
る

も
の
で
す
。
所
得
税
法
第

56
条
は
廃
止
す
べ
き
と
、

現
在
全
国
で
11
県
を
含
む

５
５
６
を
超
え
る
自
治
体

が
国
に
意
見
書
を
上
げ
て

い
ま
す
。
家
族
経
営
に
お

け
る
専
従
者
の
８
割
は
女

性
で
す
。
第
４
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
は
、「
女

性
が
家
族
従
業
者
と
し
て

果
た
し
て
い
る
役
割
が

適
切
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
、

税
制
な
ど
の
各
種
制
度
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
」と

明
記
し
て
い
ま
す
。
世
界

の
主
要
国
で
は
家
族
従
業

者
の
人
格
・
人
権
・
労
働
を

を
基
に
、
消
費
税
の
納
税

額
を
計
算
す
る
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
税
務

署
が
発
行
す
る
登
録
番
号

を
記
載
し
た
、
取
引
ご
と

に
や
り
取
り
す
る
伝
票

（
請
求
書
、
領
収
書
、
送

り
状
な
ど
）の
こ
と
で
、

税
率
ご
と
に
ま
と
め
た
金

額
を
記
載
し
ま
す
。

仕
入
れ
や
経
費
を
支
払

う
相
手
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
が
も
ら
え
な
い
と
、
売

り
上
げ
に
係
る
消
費
税
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き

ず
、
消
費
税
の
納
税
額
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

年
間
売
上
高
１
０
０
０

万
円
以
下
の
免
税
事
業
者

は
、
税
務
署
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
に
記
載
す
べ
き
登
録

番
号
を
も
ら
え
な
い
た
め
、

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
取
引
先
や

元
請
け
、
業
務
委
託
元
か

ら
取
引
が
断
ら
れ
る
。
値

引
き
や
単
価
引
き
下
げ
を

請
願
第
４
号

国
に
対
し「
所
得
税
法
第

56
条
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」の
提
出
を
求
め
る
請

願
書地

域
経
済
の
担
い
手
で

あ
る
中
小
業
者
の
営
業
は
、

家
族
全
体
の
労
働
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
事
業
主
と
共
に

働
き
、
営
業
を
支
え
る
家

族
事
業
者
の「
働
き
分
」は
、

所
得
税
法
第
56
条「
事
業

主
の
配
偶
者
と
そ
の
親
族

が
事
業
に
従
事
し
た
と
き
、

対
価
の
支
払
い
は
必
要
経

費
に
算
入
し
な
い
」に
よ

り
、
家
族
従
業
者
の
働
き

分
を
必
要
経
費
と
し
て
認

め
て
い
ま
せ
ん
。
配
偶
者

が
年
86
万
円
、
配
偶
者
以

外
の
親
族
は
年
50
万
円
が

控
除
さ
れ
る
の
み
で
、
こ

れ
は
最
低
賃
金
に
も
満
た

な
い
額
で
す
。
そ
の
こ
と

が
低
単
価
、
低
賃
金
、
低

い
年
金
な
ど
劣
悪
な
社
会

保
障
の
要
因
と
な
っ
て
お

り
、
後
継
者
不
足
に
も
つ

請
願
第
５
号

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め

る
」意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
書

【
請
願
事
項
】

一
、「
消
費
税
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
、
実
施
を

中
止
す
る
こ
と
」と
の

意
見
書
を
国
に
上
げ
て

く
だ
さ
い
。

賛
成
討
論

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求

書
等
）と
呼
ば
れ
る
伝
票

正
当
に
評
価
し
、
そ
の
働

き
分
を
必
要
経
費
に
認
め

て
い
ま
す
。

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委

員
会
で
は
日
本
政
府
に
対

し
、「
所
得
税
法
第
56
条

が
家
族
従
業
女
性
の
経
済

的
自
立
を
妨
げ
て
い
る
こ

と
と
懸
念
し
、
所
得
税
法

の
見
直
し
」を
勧
告
し
ま

し
た
。
日
本
弁
護
士
連
合

会
は
所
得
税
法
56
条
・
57

条
見
直
し
の
意
見
書
を
公

表
し
、「
家
族
従
業
者
に

対
す
る
支
払
い
給
与
に
つ

い
て
も
他
人
を
雇
用
し
た

場
合
と
同
様
、
経
費
に
算

入
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、

支
払
わ
れ
た
賃
金
に
つ
い

て
は
家
族
従
業
者
本
人
の

労
働
の
対
価
と
明
確
に
位

置
付
け
る
よ
う
、
専
従
者

給
与
制
度
の
見
直
し
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
」と
し

て
い
ま
す
。
以
上
の
理
由

か
ら
、
所
得
税
法
第
56
条

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

を
国
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
。
課
税
業
者

に
な
る
よ
う
要
求
さ
れ
、

消
費
税
の
納
税
が
必
要
に

な
る
な
ど
、
大
変
厳
し
い

状
況
、
廃
業
の
危
機
に
追

い
込
ま
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
営
業
を
痛

み
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
き

に
、
小
規
模
事
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
取
引
排
除

を
招
く
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を

進
め
る
な
ん
て
こ
と
は
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
間
、
日
本
商
工
会

議
所
、
全
国
中
小
企
業
家

同
友
会
、
全
県
総
連
、
日

本
税
理
士
会
連
合
会
、
全

国
青
年
税
理
士
連
盟
、
全

国
青
色
申
告
会
総
連
合
、

税
経
新
人
会
全
国
協
議
会
、

全
国
商
工
団
体
連
合
会
な

ど
の
中
小
企
業
団
体
や
、

税
理
士
団
体
も「
凍
結
」

「
延
期
」「
見
直
し
」を
表
明

し
、
現
状
で
の
実
施
に
踏

み
切
る
こ
と
に
懸
念
の
声

を
上
げ
て
い
ま
す
。

賛
成
少
数
で
不
採
択

【
請
願
事
項
】

所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
を
も
と
め
て
く
だ
さ
い
。

賛
成
少
数
で
不
採
択
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